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エアロゾル中における鉄への燃焼起源の寄与

Attribution of iron in aerosols to combustion sources
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　エアロゾルにより供給される鉄は海洋の植物プランクトンの成長にとって必要な栄養素となる。そのた

め、大気から海洋へ供給される鉄は、食物連鎖を通して海洋生態系と気候へ影響を与える。しかし、異なる発

生源ごとの寄与率の推定や大気中における鉄の変質過程については、大きな不確実性がある。本研究では、複

数の全球大気化学輸送モデルを用いて得られた鉄濃度と鉄溶解率を複数の研究グループによる観測値と比較し

た。数値モデルの結果により、化石燃料消費に伴い排出される燃焼起源鉄は、エアロゾル中の鉄溶解率を増加

させることが示唆された。従って、ダスト起源鉄の生態系への影響を評価する際に、燃焼起源鉄を考慮に入れ

る必要がある。
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